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　　微生物から高等動物に至るまで、生物は環境に適応し生き延びるために様
々な戦略を示す。本研究では線虫          　　　を用いて、経験がどのように神経回
路の働きを変化させ、過去の記憶を頼りに新たな行動戦略を生み出すのか、その
しくみの解明を目指した。　　　　　はシンプルな神経系を持っており、神経細
胞の位置や神経間の接続が完全に明らかになっており、神経系の動作原理の解
明に有用なモデル生物である。線虫は、摂食時に経験した食塩の濃度を記憶しそ
の塩濃度に誘引される、一方、飢餓を経験した線虫は飢餓時の塩濃度を忌避す
る行動に切り替わる。このような学習行動により、線虫はエサを得る確率を高めて
いると考えられる。飢餓により引き起こされる塩濃度忌避行動には塩を感知する
ASERと呼ばれる感覚神経からの情報入力に加えて、学習では機能が未知であっ
た感覚神経であるASGからの入力が必要であることが明らかになった。飢餓の状
態が続くと、ASG神経は自発的な活動と神経伝達物質の放出が上昇し、ASER神
経と協調的に飢餓を経験した塩濃度から逃げる行動の方向性を制御していた。
現在、これらの感覚神経と接続する介在神経の活動を記録し、飢餓による行動切
り替えに関わる神経回路の働きを解析している。本研究は、餌がない状況を避け
るという、我々人間も含めて生物間で共通した学習行動に潜む新たな仕組みの
理解につながることが期待される。
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